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は じ め に 

 

 石狩鳥類研究会会誌「石狩鳥報」は北海道石狩振興局管内の毎年の野鳥記録を報告するものである。当研

究会は1997年に設立され，翌1998年に会誌第１号の「石狩鳥報1997」を発行した。以後毎年発行し，今回は会

誌第27号となる「石狩鳥報2023」である。 

北海道石狩振興局は札幌市，江別市，北広島市，千歳市，恵庭

市，石狩市，当別町，新篠津村の６市１町１村からなる。南北で最大

120km弱，東西で最大70kmの広がりをもち，総面積はおよそ3,540km2

である。管内は陸域（山林，原野，農地，市街地など）や水域（海岸，

河川，湖沼など）の多様な環境を含んでいるが，特別に重要視される

地域はない。飛来・生息する野鳥の大部分が普通の鳥であり，石狩な

らではというものはいない。このような状況において野鳥記録をまとめ

続けていくことの目的は，石狩の鳥社会において，どのような状態が普

通であるかを知り，その普通さが長い時間軸のうちにどの程度変化す

るかを知ることにもある。世間一般では往々にして珍しい鳥の記録が

重大視される傾向にある。それらの多くは偶然性によるものであるが、

中には結果的に石狩の鳥社会の重大な変化の端緒となる場合もあり、

ともかくもこまめに記録を纏め続けていかなければならない。 

「研究会」と銘打ってはいるが，会としての実体および組織的活動は

ほとんどなく，会の趣旨に賛同する一般の野鳥愛好家，野鳥写真撮影

家，少数の研究者およびそれに近い人達による個人的な観察記録を

中心とし，野鳥関係団体会報，学術報告書，さらには新聞紙上に公表

された記録などを集約するだけである。なお，近年はWeb上に多くの情報が載せられており，信頼できるものに

ついては新聞紙上と同等に対応している。このようなやり方は基本的に計画的な調査ではないため，年間記録

に少なからぬ抜け落ちが生じる可能性がある。しかしながら，記録収集体制の変動（強弱）が年間記録種数変

動の無視できない要因となることも想定されるため，あえて設立当初の体制をとり続けている。石狩鳥類研究会

による石狩鳥社会の継続観察は四半世紀を超えた。この間に積み重ねられた記録の集積は将来的にも一定

の重要性を持つものと自負している。 

なお，前号の第26号「石狩鳥報2022」までは冊子体であったが，今号からは基本的に電子体とし，時代の流

れに対応することとした。 

代表 樋口孝城 
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Ⅰ. 石狩管内野鳥リストと年次記録 
 

Ⅰ-１. 野鳥リスト 

 表１には2023年現在において石狩の野鳥として採用した344種が載せられている。種名および配列について

は日本鳥類目録改訂第７版（日本鳥学会目録編集委員会 2012）に従っている。このうちカワビタキとニシオジ

ロビタキは第７版では目録には含まれず検討中の種となっているが，2024年9月に出版予定の第8版には新規

に掲載されることになっている（https://ornithology.jp/iinkai/mokuroku/index.html#20230930）。前年の「石狩

鳥報2022」では348種であったが，後述する理由により，コアホウドリ，ヨシゴイ，クロヅル，カラフトアオアシシギ，

コアジサシ，キンメフクロウの6種が除外され，新たに石狩初記録のアカハラダカとニシオジロビタキの２種が加

えられた。 
 

Ⅰ-２. 「2014年～2023年の記録」欄 

 それぞれの年に観察記録が得られたものに●が付けられている。「はじめ」の章でも触れているが，記録は会

の趣旨に賛同する人たちの個人記録，各種野鳥関係組織・団体の発行物やホームページに公表されたもの，

さらには新聞報道によるもの等に基づいている。個人的探鳥などによるWeb上のものについては広く一般に公

表された記録として捉え，発信者などの承諾を得ることまではしていない。ただ，希少種など検討が必要なもの

については原則として情報確認が可能なものを採用している。なお，公表の形とは関わりなく，特別に識別に注

意が必要なもの，生息分布や季節性に問題があるもの等については，写真等の具体的証拠，あるいは詳細な

観察記録の検討により採用の可否を決めている。 

 石狩管内の野鳥生息・飛来状況のすべてを完全に把握したわけではないため，ある鳥の観察記録がないこと

が，必ずしも実際にその鳥の生息・飛来がなかったことを意味するものではない。このようなものについて，ある

年の飛来・生息が後年になって明らかになった場合には，追加記録として載せている。場合によっては何年も

後になってからの追加があり，過去の記録状況との不一致があることをことわっておかなければならない。 
 

Ⅰ-３. 「2023年の記録（2022年以前の直近の記録）」欄 

 希あるいは比較的希なものについては，観察月日・場所などが記されている。2023年に記録が得られなかっ

たものについては、2022年以前の直近の記録を括弧内に記している。2023年の観察日は月/日で，2022年以

前については（年/月/日）で示している。月/ のように，日が書かれていないものは，その月に何回か連続的あ

るいは断続的に観察されていることを表しているが，正確な日が不明というものも少数ある。 

 空欄になっているものは，基本的に毎年あるいはほぼ毎年安定して記録されているものである。しかしながら，

観察される時期・期間や個体数の多寡についてはいろいろな程度があり，すべてが普通に見られるというわけ

ではない。中には各年の記録が１，２例あるいは数例以下で推移しているものもあり，種によっては観察月日を

記している。 
 

Ⅰ-４. 「資料」欄 

 2023 年の記録および 2022 年以前の直近の記録のうち，各種野鳥関係組織・団体の発行物に公表された観

察記録や新聞等の報道記事に基づくものについては，巻末近くに示す資料の番号を付している。１つの種に

ついて複数の報告があるものについては，そのうちの代表的なものを記している。Web 上のものについてはそ

の URL を記している。 

 野鳥観察記録がすべて報告・公表されるわけではないのはいうまでもない。公表されるのは全体のほんの一

部だけでる。重要と思われる記録であっても，すべてに報告を求めるのは現実的ではないだろう。 

 





















 

動とつながっているものなのかどうか考えることも重要であり，このためにはともかくもできるだけ短い間隔での記

録の積み重ねが大事であろう。 

 図２は2014年から2023年までの記録種数を，これまた視覚的にするために棒グラフにしたものであり，図１の

同期間部分を散布図から棒グラフにしただけのものである。 

 １年間に記録される種のうちのおよそ８割は，ほぼ毎年安定して記録されるものであり，残り２割が年によって

記録されたり，されなかったりという状況であるから，全体的には年による大きな変化が起こることはないのが実

際の姿であろう。ただ，小さな変化が大きな変化の前兆になるかもしれないことを意識しておく必要がある。 

 

Ⅲ. 2023年の状況 

 表２にあるように，2023年の記録は総数が233種，陸域の鳥が135種，水域の鳥が98種で，いずれも過去27年

間の記録種数のほぼ平均的なものであった。陸域の鳥について前年2022年の記録種数が過去最少であった

ため，2023年の記録が注目されたが，少なくとも種類数的には目につくような経年変化は現れていない。 

 陸域の鳥，水域の鳥のどちらも種類数を見た限りではほとんど変化はなかったが，個々の種類の記録の有無 

 

― 12 ― 

 

 

                     図 1 1997～2023 年の記録種数の変遷 

                図 2 最近 10 年間（2014～2023）の各年の記録種数 



 

につき，ここではビロードキンクロとアジサシについて記す。ビロードキンクロは海域で冬季，過去にはクロガモと

ともにいるのが普通に近く見られていたが，2023年には前年に続いて記録がなかった。また近年少数例が続い

ていたアジサシの記録が得られなかった。それぞれの種の飛来期に石狩浜や石狩湾新港に行く頻度を増やせ

ば記録が得られる可能性は高いと思われるが，実際に飛来が少なくなってきているのかもしれない。 

 記録が得られそうで得られなかった鳥としてはジュウイチ，アメリカウズラシギ，ヘラシギ，ツミ，ケアシノスリ，ユ

キホオジロなどがあげられるが，ジュウイチ，ツミ，ケアシノスリについてはどこかで確認されている可能性が高い。 

 近年個体数減少が言われているエゾライチョウとウズラについて，エゾライチョウは札幌市南区の山林など，ウ

ズラは江別市の石狩川沿いなどで複数の目撃記録があり，減少が加速しているような感じは受けなかった。こ

れらに比べてマキノセンニュウの記録はここ数年少なくなり，2023年には記録なしとなった。ただマキノセンニュ

ウは声のみによる記録がほとんどであり，視認はあまり期待できないため，記録が得にくい傾向にある。 

 何年も前からずっと続いていることであるが，ウミスズメ科の鳥の記録は極めて少ない。2023年12月のケイマフ

リの記録がここ3年間で唯一のものである。過去の記録場所の多くが石狩湾新港であるが，近年港湾工事が随

分と行われており，さらには発電用風車建設が洋上で進んでおり，ウミスズメ類に限らず，港湾および近海を利

用する海鳥類の飛来・生息が少なくなってくるかもしれない。 

 これまでずっと記録されており2023年になって初めて記録が途切れたという種はなかった。また，ここ数年でよ

く記録されるようになったという種もなかった。ソリハシセイタカシギとレンカクは，それぞれ2021年と2015年に次

いでの2例目であるが，将来的にも迷行的に希に記録される程度であろうと推測される。2016年に次ぐ2回目の

記録であるモリムシクイについても同様である。 

 

Ⅳ. 石狩初記録種 
 

アカハラダカ 

 2023年6月10日午前9時40ごろに，北海道野鳥愛護会会員の北山政人さんにより，石狩市厚田区嶺泊にて上

空を飛翔する１羽が目撃・写真撮影された。観察報告および写真が北海道野鳥だより214号（2023）に掲載され

ている。春の渡りの時期に石狩を通過したものと思われる。北海道では室蘭の測量山（胆振管内）などでの記

録はあるが，石狩管内では初めてである。 
 

ニシオジロビタキ 

 2023年11月に，札幌市在住の満保彩女さんにより，札幌市手稲区にて目撃・写真撮影された。観察報告およ

び写真が2014年3月21日発行予定の北海道野鳥だより第215号に掲載される予定である。石狩管内に限らず

北海道全体での初記録である。初めの方で書いたように，ニシオジロビタキは日本鳥類目録改訂第７版では目

録には含まれず検討中の種となっているが，近年，本州方面では少数ではあるが確認されており，2024年9月

に出版予定の改訂第8版には新規に掲載されることになっている。 

 

Ⅴ. 過去の記載鳥種の一部除外 

 前号石狩鳥報2022のリスト（表１）に載せられている種のうち，コアホウドリ，ヨシゴイ，クロヅル，カラフトアオア

シシギ，コアジサシ，キンメフクロウの6種を除外した。コアジサシ以外は，当会が記録をとり始めた1997年よりも

前の資料に見られるものである。 
 

コアホウドリ 1934年12月28日に江別野幌の畑地の雪上で午後８時頃，カラスに囲まれて争っている白色大形

鳥を，同所を通りがかった人が捕獲・保護したものである。荒天による迷行，風雪・寒気のために飛翔力を失い 

 

― 13 ― 

 



 

同所に降下したのではないかと推測されている。 1ヶ月以上飼育されていたが，野鳥関係者により落鳥処置・

標本化された。当該種であることは間違いないが，あまりに古い記録であるため，参考に留める。 

出典：山階芳麿・井上元則．1935．コアハウドリ Diomedea immutazbilis Rothschild 北海道陸地にて獲らる．鳥

9（41）：81-83． 
 

ヨシゴイ 1979 年 7 月 1 日に行われた北海道野鳥愛護会の福移探鳥会の終了後に見られたことが記されてい

る。しかしながら「ヨシゴイを見た」という記載だけである。同会「探鳥会 30 年の記録」（2001）ではこれを採用し

て，記録有りとなっているが，「50 年の記録」（2021）には載せられていない。記録の確証に乏しいため参考に留

める。 

出典：北海道野鳥愛護会．1979．探鳥会報告（福移）．北海道野鳥だより 37:10． 
 

クロヅル 1966 年頃に千歳市馬追沼で羽を痛めて発見された個体が札幌市南区の野鳥関係者により 2 年 6 ヶ

月保護されたとのことである。当時の状況を記憶している人もいて当該種であることは間違いないが，記録とし

て残すには，具体的報告などが全くないため参考に留める。 

出典：山田良造．1989．北海道に舞い降りた迷鳥たち(3)．北海道野鳥だより 78:3-5. 
 

カラフトアオアシシギ 1972 年 9 月 9 日に石狩川河口で北海道野鳥愛護会会員 3 名により観察されたことが下

記出典に載っている。写真により確認されたということであるが，その写真は載せられていない。年月日，場所，

観察者は記されているが，それ以外は鳥名だけの記載である。識別やや困難でありアオアシシギの誤認の可

能性を否定できず，参考に留める。 

出典：北海道野鳥愛護会．1973．鳥の記録 1972～3．北海道野鳥だより 13:11. 
 

コアジサシ 過去の石狩鳥報では2001年から 2007年までの間，2005年を除いて記録があることにしているが，

2008 年以降全く記録がない。記録があった時においても写真などの具体的証拠はなく，目撃者からの「見た」と

いう報告だけである。アジサシの誤認の可能性が高いため除外した。今後確かな記録が得られたならば改めて

検討する予定である。 
 

キンメフクロウ 野幌国有林内の動物動物調査書（1936）の鳥類目録にある。「昭和 9 年 11 月 10 日発見（井上

技手）」という記載だけである。あまりに古い記録であるとともに，名前だけの記載であるため，参考に留める。 

出典：犬飼哲夫．1936．野幌国有林内の動物調査書．北海道林業試験場． 
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終わりに 

 ここ数年の「石狩鳥報」を踏襲し，今号も2023年の記録と簡単なコメントに留めた。これであれば「石狩鳥報」

の継続は可能であろうという作戦である。記録さえ残しておけば将来的に様々な分析・考察が可能であろう。資

料については将来的に総合資料集的なものをまとめることを考えている。 

 ある地域の鳥類相を正確に把握することはかなり困難である。たとえ限られた地域範囲であっても，野鳥記録

の少なくない部分は，鳥の飛来と観察者の存在の時間的，場所的一致が必要となる。これは偶然に支配される

ことが多いが、その偶然的なものも，積み重なれば意味を持つものとなり，さらには時間軸を加えることにより，

鳥社会の動的な状況を把握することが可能となる。その時間軸は10年おきとか20年おきとかのような断続的なも

のであるよりも，毎年という連続的なものであるのが望ましい。何はともあれ，今後も年次記録を残し続けていく

予定である。  

 この「石狩鳥報2023」の作成にあたり，石狩鳥類研究会の趣旨に賛同して野鳥観察情報を寄せてくれる方々，

北海道野鳥愛護会会員の方々，北海道大学野鳥研究会の方々などから多くの情報・教示をいただいた。それ

らの方々にこの場で深く感謝するとともに，この「石狩鳥報2023」の送付をもってお礼とさせていただく。 

 最後になるが，これまで冊子体として発行していた石狩鳥報を今号からは電子化（PDF）し，冊子体の作成は

必要数に留めることとした。また，石狩鳥類研究会については，登録した個々の会員からなる会ではなく，会の

趣旨に賛同する人たちの緩やか集合とだけすることにした。 

 

                                          石狩鳥類研究会代表  樋口孝城 
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